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Inordertopreventtheaccidentsduetolightning，avarietyofmeasuresare

constantlybeinginvestigatedbyelectricpowercompanies，Tofacilitatethisresear℃h，

materialscapableofevaluatingtheeffectsofthesemeasuresarerequired・Thelightning、

datarecordingdeviceisaninstrumentwhichisabletoaccumulatetherecordsofbeing
editedandprocessedlightninginformationineachpowerdistributionsubstation、This

cumulativelyrecordedlightning,data,whencombinedwiththelightningaccidentdata,aids
inevaluatingtheeffectsofmeasurestopreventthelightningaccident，

でまえがき
近年、高度情報化社会の進展は著しいものがあり、こ

れらを代表するＯＡ、ＦＡへの電力の供給は量的にも質的

にも安定していることが要求されるため、電力会社では

供給信頼度の向上に最大限の努力が払われ着実にその効

果をあげている。

しかし、雷害故障は依然として多く、全送配電故障の

約５割を占めているため、雷害対策が電力会社の重要な

課題となっている。

中部電力㈱殿では、雷害故障防止のための多くの雷害

対策が実施されている。一例を挙げると、

（１）雷から碍子などを守るアークホーンの取付け

(2)雷による送電線溶断を防ぐアーマロッドの取付け

(3)配電線の絶縁化

(4)雷から配電線を守る耐雷ホーンの取付け

(5)雷害防止型変圧器の開発導入

(6)配電線の閃絡、地絡電流を表示する過電流表示器の

開発導入

(7)雷害の発生を予測する襲雷警報システムの開発導入

などである。

これらの雷害対策は、それぞれに大きな成果を上げて

きている。そこで今後の雷害対策の指針を定めるデータ

として、これらの雷害対策の効果を評価する資料が必要

となってきたたあ、この度、中部電力㈱殿の御指導のも

とに､襲雷情報誼録装置を開発した。
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本装置は襲雷葺報ｼｽﾃﾑから受け渡される配電用変
電所単位の襲雷情報を編集して外部メモリに累積記録す

る装置である。

４豪システム開発本部技術部

この累積記録したデータは雷害故障データと組み合わ

せることにより、雷害対策の効果を検証するのに役立つ

と考えられる。

２襲雷警報ｼｽﾃﾑについて
襲雷警報システムは、当社と中部電力㈱総合技術研究

所殿と共同開発したものであり、本文の記録装置と密接

な関連があるので、まず本システムについての簡単な説

明を行う。

図１に襲雷警報システムの概念図を示す。

配電線に雷雲が接近し、雷雲の内部間で放電すると、

その誘導により配電線に雷サージ電圧が発生する。この

値及び頻度があるレベル以上になると配電線故障発生の

可能性が非常に大きくなる。従って、この雷サージ電圧

を変電所で検出することにより、同変電所区域内の雷故

障発生を高い確率で予知することができる。

このように本方式は、網の目のように張りめぐらされ

た配電線自体を雷に対するアンテナとして利用するもの

で、この情報は自動的に中央局で受信、集約した後に各

事業所へフィードバックされる。

実績として昭和61年までに、中部ブロック（愛知、岐

阜、三重、長野、静岡）ほぼ全域に点在する配電用変電

所より236か所を選定して､雷サージ検出装置を設置して

いる。

昭和62年７月現在､122か所の事業所にて警報表示盤の

地図で該当変電所シンボルの点滅を確認することによっ

て雷の発生、発達、移動の状態がリアルタイムに、且つ

ミクロ的に監視できる体制となっている。
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